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１．施設立地 

高子北地区 

高子地域 

出所：Openstreetmap より作成 

さとうファミリークリニック 
診療科：内科、小児科、消化器内科、 
      呼吸器内科 

北福島医療センター 
診療科：内科、神経内科、血液内科 
      など17診療科 
職員数：352.9 名 
病床数：226 床 

上保原小学校 

上保原中央交流館 

上保原認定こども園 

セイントクリニック 
診療科：産婦人科 
職員数：30名 
病床数：19床 

グループホームあずま 
定員：グループホーム6名 

特別養護老人ホームファミーユ 
定員：特別養護老人ホーム 80名 
    ショートステイ  20名 
    デイサービス   25名 

メープルハイム伊達 
定員：有料老人ホーム80名 

高子沼 

伊達市立図書館 

伊達デイサービスセンター 
定員：介護予防サービス・介護サービス20名 

シニアハウス笑家 
定員：有料老人ホーム19名 池田皮膚科クリニック 

診療科：皮膚科全般 
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２．土地区画整理事業の現状（地区整備計画図） 出典：平成29年６月15日 
高子駅北地区土地区画整理事業 設立準備総会第３回総会資料 
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３．高子地域における取組の方向性について（素案） 

Å 高子駅に近接し、東京から最短２時間 
Å 近隣に北福島医療センター、セイントクリニック

（産婦人科）が立地 
Å 周囲に農地、高子沼などの景勝池、丘陵が広が

り自然豊か 
Å 近隣駅に大学が立地 

¸伊達市内でも都市と農村の共存、 
    医療介護の安心が提供可能な好立地。 

 
¸高子地域を拠点に市内各地に波及効果 
  をもたらしていく。 

ü移住者、市内の住み替え希望者に豊かな住環境を提供 
ü多世代コミュニティの構築と健幸プログラムの導入による生涯活躍 
ü周辺の空き家、空き公共施設も活用して効果的、効率的なサービス提供 
ü市内各所の資源を活用した魅力的なプログラムを構築（里山、農業、歴史の活用） 

高子地域の目指す姿 

高子地域の資源 
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４．構想を踏まえた高子地域の取組案 

V 農家と移住者のマッチング、就農の指導
助言体制 

V 菜園・シェア農園の提供 
V 移住者等による果物等の加工商品の企

画・販売 
V 移住者等を対象にした農作業や歴史・

里山体験プログラム 

V 高齢者向け住まい（サ高住、老人ホー
ム等）の整備、空き家の活用支援 

V 医療介護サービスの提供体制確保 
V 子育て支援・多世代交流拠点（幼老

複合施設）の形成 
V 就業支援（サテライトオフィス等） 
V 移動支援（交通改善） 

V スマートウェルネスサテライト、サロン等の
健康づくりや交流の拠点づくり 

V 健幸ポイントや地域通貨などのソフト
支援の仕組み 

V 大学・高校と連携した活動、生涯学
習・人材育成 

V 遊歩道の整備 

心のよりどころとなる安心と地域への誇りづくり 自然の恵みを活かした生業・生きがいづくり 地域が家族になる健幸なまちづくり 

¸ 「ウェルネスサロン」等の整備 
¸ ウォーキングロード整備 
¸ 多世代交流の環境確保 
¸ 地域内で支え合う共助社会の構築 

¸ 歴史を活かした生涯学習等の活躍の場創出 
¸ 北福島医療センター機能拡充、地域医療介護連携 
¸ 高齢者向け住まいの確保 
¸ 子育て支援の充実 

¸ 就農・営農支援（果樹等） 
¸ 菜園・シェア農園の提供 
¸ 体験学習、ヘルスツーリズムの推進 
¸ 情報発信の充実 

伊達地域 

〔特性を生かした今後の検討〕 

·健幸都市づくりの核となる「健康医療拠点」を形成 

·既存施設を活用した身近な運動や交流の場づくり 

·既存施設の機能回復と新たな健康医療集積の推進 

·史跡や桃畑等を回遊する遊歩道のネットワークづくり 

保原地域 

〔特性を生かした今後の検討〕 

·保原総合公園を健康づくりの全市的な拠点に 

·就農への指導助言体制、農家と移住者のマッチング体制の構築 

·既存施設を活用したウェルネス拠点の整備 

·新たな施設集積による地域医療体制の充実 

~ 商工業・行政機能・住宅の集積地における交流・就業・健康拠点～ ~ 都市的利便性と医療介護の安心拠点～ 

【☞伊達地域：北福島医療センター周辺地区】【☞保原地域：高子地区、商店街】 医療介護環境の充実を基礎とした安心なコミュニティづくり 

＜伊達市版生涯活躍のまちの取組方針＞ 

＜高子地域での取組案＞ 
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高子地域への移住イメージ 【①定年を期に縁のある地域に移住する元気な60代夫婦】 

ノルディックウォーキングが夫婦の日課だ。モモやリンゴの花が咲く頃には、阿武隈川の河原まで足を伸ばし、花畑
の中を歩けば、3年若返った気分になる。健康づくりに取り組むことで、健幸ポイント（地域通貨）が貯まり、市
内の店舗で買い物を楽しめたり、地域の農産物と交換できたりして、健康づくりの励みになる。隣接する商業施設
での買い物も便利で、近隣の大型商業施設や福島駅までも近く、不便さは感じない。 

交流拠点（カフェ）では、移住者同士の情報交換会や福島学院大のカウンセリングもあり、悩みや解決方法が
共有できるのも安心だ。移住準備期に紹介してもらった中から、夫は商社での経験を活かして農産品の販路開
拓をしている。妻は、地域のボランティアで獲得したボランティアポイント（地域通過）で里山体験プログラムに参
加するなど、地域内外との交流を満喫している。 

定年間際の 60 代夫婦 
経済的ゆとりも比較的ある 

首都圏からの移住 

都心でのあくせくした生活ではなく、田舎で
ゆっくりと暮らしたい 

夫の健康を気にかけ、定年後は夫婦で
健康づくりをしながらのんびり暮らしたい 

お試し移住に 
夫婦で参加 

移住準備 

 
本格移住 

移住相談イベントで伊達市にお試し移住があることを知り、参加。親戚が福島にいることからなじみはあったが、都
心からも比較的近く、東北の中では温暖な気候、四季折々の農産物を楽しめることが実感でき、温かな人柄にも
魅力を感じ、伊達市への移住を決めた。特に、サロン活動を通じてコミュニティの中にスムーズに入れること、健幸都
市の取り組みなど健康で良質な生活づくりに力を入れていること、加えて、野菜・果物が大好きなこの夫婦にとって、
農産物の美味しさが、求める移住先にピッタリであった。 

現段階では高血圧の薬などを服用しているものの健康に不安を感じることはない。そのため、地元に戻って、これま
での経験を活かした地域貢献がしたいと考えていた。こうした要望に対して、伊達市や高子地区コーディネーターに、
JA・観光協会・NPO等の活動を紹介してもらった。住宅についても、高子駅前の素敵なバリアフリー住宅を紹介し
てもらい安心できた。また、北福島医療センターを中心とした医療・看護・介護の体制があり、いざという時の安心
も確認できた。 
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高子地域への移住イメージ 【②健康不安を契機に市内で住み替え75歳単身】 

 75歳単身女性 
伊達市郊外からの移住 

５歳年上の夫に先立たれ、一人でも安
心できる住宅に住みたい。 

これまで一人で自宅で暮らしてきたが、一人では生活に張り合いがなく、食事も風呂も億劫になってしまう。特に、
病気があるわけではないが、この冬に風邪をこじらせてしまったときは、（要介護認定等も受けていないので）ショー
トステイも利用できず、不安で不安で仕方がなかった。こうしたことを、居住地域の地域包括支援センターの方に相
談したところ、高子地区に「生涯活躍のまち」ができることを聞き、私のような人のためのまちだと思った。 

生涯活躍のまち 
を紹介される 

移住準備 

 
本格移住 

高子地区にも少しは知り合いがいるが、地域のサロンを覗いてみると皆さん親しみやすい方で、これなら仲良くして
もらえると安心した。この地区には首都圏からのシニア移住者も入居予定と聞き、私だけが新参者扱いされる訳で
はないことにも少し安堵した。また、北福島医療センター等の医療・介護サービスが充実していて、今後、要介護に
なったときの安心があるのは魅力だった。住み替え時のお金の面では、東邦銀行・福島信用金庫や宅建協会の方
が相談に乗ってくださった。 

JAを通じて近くに菜園を借り、サロンで仲良くなった地区の友人とともに、自家用の野菜を育て楽しんでいる。また、
昔から子どもが大好きだったので、隣接の商業施設内にある幼老交流施設（キッズスペース）で、趣味の手芸や
伝統遊び等のワークショップを開き、子ども達と一緒に遊ぶことも、生きがいの1つであり、ボランティアポイント（地
域通貨）までもらえて、一石二鳥だ。 

首都圏からの移住者もどんな人が来るかとドキドキして見ていたが、同じ世代ということもあり、比較的スムーズに、
良い距離感を見出すことができた。風邪を引いて日常生活に不安がある時は、地域包括支援センターへの電話
一本で、往診・配食サービス等が手配されるのも本当にありがたい。これからも、この地区で元気に暮らし続けられ
ればと思う。 
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高子地域への移住イメージ 【③親の介護を見据えた住み替え50代夫婦＋80代の母】 

50 代夫婦+ その母80歳 
経済的ゆとりも比較的ある 

首都圏からの移住 

夫や義母の健康を気にかけている。高齢
になっても体を動かしやすい環境、健美
食のある地域で、のんびり暮らしたい 

 

以前はよく巣鴨地蔵に出かけていたが、電車で出向
くのが大変になり、引きこもりがち 

お試し移住に 
夫婦＋母で参加 

移住準備 

 
本格移住 

母との時間も大切にしながら、田舎で
ゆっくりと暮らしたい 

80歳になる母と夫婦で3人暮らしをしている。母は、以前はよく巣鴨地蔵にも一人で出かけていたが、ここ数年は
体力が落ちてきて、引きこもりがちであり認知症等も心配である。20年前に夫婦で旅行をし、とても素敵だと思った
伊達市が移住促進をしていると知り、軽い気持ちでお試し居住に参加した。20年前と変わらぬ風景、温かい人柄、
美味しい食事を3人で楽しみ、母も良いところだと気に入ってくれたので、会社の早期退職制度を活用した移住を
検討することにした。 

20年来の友人は3人の移住をとても喜んだ。80歳の母も地域のサロンで同世代の人を見つけ、早速、お友達に
なっていた。高子駅前の高齢者向け住宅は、80歳の母だけでなく50歳代の夫婦にとっても、ゆとりがある設計で
住み心地がよさそうである。そのため２世帯分の住居（2人向け＋1人向け）を借りることにした。伊達市・高子
地区のコーディネーターは、50代夫婦に是非、地域で活躍してもらいたいとヒアリングを開始、様々な人・企業を紹
介していった。 

母は毎日のように近隣を散歩するようになった。道行く人と挨拶をし、住宅街・公園・商業施設・交流拠点など、
ベンチとトイレがあるので、足腰が弱ってきても安心して出歩けるらしい。地域のサロンで仲良くなった友人と訪問し
あい、地域の友人と一緒に孫の面倒を見ている日もあり、楽しそうである。 

夫は80歳の母との今後の暮らしを考えて一年発起、介護福祉士の資格を取り、近隣のデイサービス事業者で働
いている。妻は、JAの就農支援メニューを活用し、繁忙期支援スタッフとして登録、高齢者の畑へ出向いては手
入れ・収穫を手伝っている。お土産にもらった美味しい果樹・野菜で健美食を作り、夫や義母や新たに出来た友
人たちと食べることが、妻の何よりの楽しみである。 
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  生涯活躍のまち（高子地区） 

５．高子地区における生涯活躍のまちの体制イメージ 

高齢者向け住宅 
（首都圏＋近隣住替） 

Â 区画整理事業地内では、「戸建分譲住宅」、「高齢者向け住宅」、「交流拠点」及び「生活利便施
設」の整備が計画されている。 

Â このうち、「高齢者向け住宅」「交流拠点」は、整備内容・事業主体が未定。 

Â ここに生涯活躍のまちとしての機能を導入し、周辺に開かれた多世代交流・地域活動の拠点を設置、
継続的な運営体制を構築していく。 

医療介護 
事業所 

戸建分譲住宅 
（首都圏＋近隣住替） 

多世代交流 

高子周辺地区 
（高子ハイタウンほか） 

地域活動等での連携 

開かれた 
交流拠点 

コーディネーター 
（伊達市） 

医療介護 
連携 

新たな地域活動 

新たな地域活動 
拠点の 
共有 

就労・生きがい
づくり等、全市的
な総合サポート 

コーディネーター 
（高子地区） 

高子地区周辺の 
地域連携、多世代交
流、活躍の場の創出

をコーディネート 

梁川・霊山・ 
月舘等との 

連携 
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参考 
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移住促進策 

Â 移住促進政策は、おもに「住まいに対する支援」、「子育てに対する支援」、「仕事づくり・探しに対する
支援」、「コミュニティ・活動に対する支援」、「保険・医療・福祉に関する支援」、「移住・体験に関する
支援」に大別できる。 

先進事例① 

先進事例② 

島根県海士町：事業所の連携による仕事（マルチワーカー）づくり 
Å 若年層の移住が相次ぐ海士町では、地元の観光協会が季節ごとに

存在する労働需要を一括して管理し、観光協会が移住者を派遣す
るという仕組みを構築することで、地域の人手不足と、移住者の仕事
づくり双方を行っている。また、移住者の地域社会への「溶け込み」の
作用もある。 

長野県原村：きめ細かい包括的支援による移住促進の取り組み 
Å 原村では年4回の現地見学会の開催や空き家情報の提供、若者定住

促進新築住宅補助金（50万円） による移住支援や、結婚活動推進
事業を村主体で実施。また高校生までの子ども、高齢者、ひとり親家庭
等、幅広い対象の医療費を無料にしており、近年人口が転入超過傾向
にある。 

 

出所：灯台もとくらし 

出所：MRI 
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移住促進策のメニュー 

Â 代表的な移住促進政策のメニューは以下の通り。 

移住促進政策の代表的なメニュー 

住まいに対する支援 購入・改修への援助、賃貸への援助、空き家の活用、設備の配置に大別される。多くの場合は
金銭的支援が取られるが、空き家バンクなどの対人サービス事業も含まれる。 

子育てに対する支援 支援対象として、子供の健康・医療、奨学金（就学支援）、結婚・出産に大別される。移住
促進というよりも定住促進の色が濃い。 

仕事づくり・探しに対する支援 農林水産業への参入支援、起業・事業・就職への支援、通勤支援に大別される。農林水産業
についてはノウハウ支援の面が強く、後者２つについては金銭的補助の面が強い。 

コミュニティ・活動に対する支援 活動やサークル・団体への支援、コミュニティバス・タクシーの運営、文化・芸術・スポーツに関する
事業活動に大別される。町内会・NPO・ボランティアなど幅広い主体が支援対象となっている。 

保険・医療・福祉に関する支援 高齢者支援、介護、予防・健康、子供の健康・医療、障害者支援に大別される。これも移住促
進というよりも定住促進の色が濃い施策であり、原住民への福祉政策としての面が強い。 

移住・体験に関する支援 子育て中の若年世帯に対するバスツアーの開催、LINEなどのSNSサービスを利用した移住相談
など。いわゆる移住コンシェルジュの設置や、お試し居住事業なども含まれる。 
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移住促進策の具体例 

Â 一般的な移住促進政策の具体例は以下の通り。 

施策・自治体名 移住促進政策の具体例 

住まいに対する支援 若年夫婦・子育て世帯への定住
奨励金（福島県南相馬市建築
住宅課） 

市内で民間賃貸住宅に新たに入居又は住宅の新築・購入をした若年夫婦世帯・
子育て世帯に奨励金を交付。奨励金の金額は、民間賃貸住宅への入居の場合
は18万円、住宅の新築・購入の場合は100 万円。 

子育てに対する支援 地域子育て支援拠点事業（福
島県いわき市こども支援課） 

市内５箇所の施設において、子育て親子が気軽に自由に利用できる交流の場を
作り、子育てに関する悩みや不安の相談に応じたり、子育て情報を提供する。利
用は無料。 

仕事づくり・探しに対する支
援 

農林水産業への就業支援、担い
手育成支援（北海道旭川市農
政部農政課） 

新規就農希望者の相談窓口：就農計画の認定、研修指導農家の調整、農業
次世代人材投資資金(準備型)の受給手続支援、営農に直接必要となる機械、
施設等の設備投資費用の一部を補助：補助率30％以内、就農から５年間、
上限300 万円(５年間累計)  

コミュニティ・活動に対する
支援 

情報発信者入村事業（秋田県
大潟村） 

芸術、スポーツ、研究等の活動を行う方の入村により、村が活性化することを目
的。・宅地無償貸付（700 ㎡）、住宅建築・居住から７年経過後に無償譲
渡。・活動支援として年間10万円を上限に補助。 

保険・医療・福祉に関する
支援 

ＩＣＴを活用したオンデマンドバス
（三重県玉城町社会福祉協議
会） 

利用者が事前に申し出た乗車場所や時間に車両が向かい、希望する目的地まで
運ぶオンデマンド形式によるバス。毎日運行し、どなたでも利用できます。利用料は
無料。バス停は、169 箇所。 

移住・体験に関する支援 移住者交流会（広島県江田島
市交流促進課） 

江田島市へ移住された方のアフターフォローを目的に年に1回開催。最近では，移
住希望者の参加もあり，情報交換や縁作りの場にもなっている。 

出所：移住・交流推進機構 


